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＜連絡事項＞

・本日院内研修があるので参加するようにしてください。

・湿布薬の保管場所をスチール棚に移動しています。

・9/8（金）10代女性、摂食障害の方の入院予定があります。部屋は42号室になるので澤田真理様は退院時間までは40号室で待機して頂く事とします。
＜患者様連絡事項＞

・山田　睦子様～作業療法導入となっています。

・小田　沙也加様～作業療法導入となっています。GAFは20です。
・大橋　照子様～ヘモグロビン5.8g/dlまで低下している為、主治医より日赤病院へ連絡
し、輸血の為の受診を9/8（金）へ変更しています。入院証明書、出金伝票は依頼済みです。スタッフ、家族付き添う予定です。
・大久保　光男様～明日任意入院へ切り替えを行い北病棟への移動を検討しています。

＜深澤Dr.診察＞

・上川原　豊様～治験の評価を行っています。精神症状は殆んどないが金銭面での不安があるとのこと。今後、退院を視野に入れ退院前訪問指導実施の指示があります。治験薬を含め服薬管理について訪問看護や外来、デイケアの調整を行い、退院後のサービス利用も入院前と同じものが使える様調整するようにとの事です。調整後9月中を目途に退院予定となっています。
・小田　沙也加様～臨時薬が増薬となり7日分処方となります。
・夏坂　浩美様～今月末ごろを目途に治験を開始していく予定との事です。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞

・和田　昌様～多弁さありますが易怒性は見られていません。手の振戦が目立っています。明日バルプロ酸Naの血中濃度検査の為採血実施予定となっています。
・中山　真由美様～上腕と側腹部の疼痛訴えありハップスターが処方となっています。毎食パンとなっていますが本人よりパンの種類の希望が細かくあり、今後の対応について栄養士が説明を行っていくこととなっています。

・長谷川　陽一様～不調の訴えなく穏やかに受け答えしています。主治医より体重を減らす様説明受けていますが返答は表面的となっている。
・坂本　のり子様～買い物カードの利用金額を2万円に増やしてほしいと希望あり、主治医より今の金額でやりくりするよう説明受けるも了解の悪さあります。担当スタッフは本人と話し金銭管理について検討してください。
・菅井　浩子様～外出予定の話をすると退院に関する訴え聞かれていますが口調は穏やかです。
・大橋　照子様～エンシュアは止めとしMA-8ﾌﾟﾗｽのみで対応していくこととなっています。ごはんが硬くて食べずらいとの訴えあり、昼より粥（軽々食）へ食事形態が変更となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～各プログラムは参加出来ており、目立った精神症状も見られていません。引き続き日中の活動状況や精神症状の変化に注意していきましょう。

・松永　勘五郎様～貼付部位の皮膚状態は悪化なし。作業療法も拒否なく取り組む事出来ています。頭部に発赤見られ掻痒感訴えあります。皮膚状態に悪化が見られるようであれば皮膚科診察を検討していくこととしています。
・上川原　豊様～昨日夕食後薬を持たずに来ることあります。夜間も浅眠で経過したいますが本日のプログラムは参加できています。服薬自己管理実施中ですので確実な服薬が出来るよう介入していきましょう。
・山本　久美子様～就床前薬服用後すぐに休まれています。「生理だからふらつく」「10日目で多くなった」と話す事あります。生理の期間や量など確認していきましょう。

・大橋　照子様～昨日は37.4℃～36℃台で経過。本日は37℃で経過し食事は1/3程度摂取出来ています。引き続きバイタルサインの変化や食事摂取量に注意していきましょう。
・袴田　将志様～夜間も電話帳を見て過ごし飲水量の多さみられ4時間程度の睡眠で経過。日中は居眠り目立ち声掛け要しています。夜間の睡眠が不安定なため日中の覚醒を促していきましょう。また、衣類の管理が乱雑となっている為、洗濯や整理を促していきましょう。
・高橋　義明様～午前は活動へは行かずにニヤつきながらテレビを見て過ごしたり、Ａユニットをうろついている事あります。各プログラムに参加出来るよう介入をしていきましょう。

・佐々木　理佳様～「何でここにいるのかわからない」等病識の欠如した発言や時間外の嗜好品要求聞かれています。おやつ管理について主治医へ確認していくこととしています。

・工藤　綾子様～余命が短いから家族に会いたいと話す事ありますが切迫した様子はなく活動ヘも参加する事出来ています。

・小田　沙也加様～感情失禁や帰宅要求聞かれ床に倒れこむ事繰り返しており継続指示服用しています。夜間も本人希望にて不眠時の継続指示を服用し休む事出来ています。朝食時より嘔気訴えきかれ食物残渣物少量嘔吐していますがバイタル異常はありません。昼も嘔気訴えていますが1/2摂取し嘔吐はありません。床への倒れこみが頻回なため怪我の無いよう見守りを行っていきましょう。
＜転入患者様情報＞

山口　富蔵様（69）主病名：アルコール依存症　合併症：食道癌術後

主治医：馬渡Dr.　　受け持ち：澤田Ｎｓ・加賀ＣＷ　キーパーソン：次男
【備考】

・家族洗濯（本人洗濯へ切り替え予定）
・カードなし

・粥、常菜（汁物でむせこむ事あり）

・リハビリパンツ使用（家族差し入れ）

・ＡＬプログラムは実施しない

・本人は退院先について入院前にいた下宿を希望しているが施設の方向で調整していく予定。

・9/7（木）10：30　ＭＲＩ検査の為青森労災病院受診予定。
・市民病院消化器内科と外科に通院中です。次男様へ次回の受診日時を調整する様依頼して下さい。日時調整後はPSWへ知らせて下さい。(御家族様受診日時を忘れる事があるとの事で連絡、確認をしていってください。)
・他科薬あり。

・認知症の診断がついたらPSWへ連絡して下さい。

＜安ヶ平Dr.患者様退院支援委員会会議＞

・中山　真由美様～服薬自己管理をすすめ任意入院への切り替え、北病棟への移動も検討していく。

・和田　昌様～北病棟への移動を目標にしていく。

・續石　啓介様～ＳＷを通してハピアに施設を探してもらうよう介入を行っている。
